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４
社
を
表
彰

市
は
、
１１
月
１３
日
、
市
発
注
建
設

工
事
で
優
秀
な
施
工
成
績
を
収
め
た

市
内
の
事
業
者
を
市
役
所
で
次
の
通

り
表
彰
し
ま
し
た
。

▽
特
別
優
秀
建
設
業
者
・
優
良
建

設
業
者
-
㈱
浜
田
組
（
写
真
前
列
右
）

▽
優
良
建
設
業
者
-
伊
丹
産
業
電
設

㈱
（
写
真
後
列
左
）
、
㈱
得
野
組
（
同

中
央
）
、
㈱
深
津
工
務
店
（
同
右
）
。

こ
の
表
彰
は
、
市
内
建
設
業
者
の

意
欲
向
上
や
優
秀
な
技
術
者
の
育
成

を
図
り
、
公
共
工
事
の
品
質
向
上
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

問
市
契
約
・
検
査
課
!

７８０
・
４
３

７
５
。

◆
総
務
大
臣
表
彰
を
榎
木
さ
ん
が
受

賞

自
治
会
長
・
自
治
会
連
合
会
会

長
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
在
職
し
、

地
域
活
動
を
通
じ
て
良
好
な
地
域
社

会
の
維
持
・
形
成
に
お
け
る
顕
著
な

功
績
が
認
め
ら
れ
、
鶴
田
自
治
会
会

長
の
榎
木
光
夫
さ
ん
が
「
令
和
２
年

度
自
治
会
等
地
縁
に
よ
る
団
体
功
労

者
総
務
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

◆
特
別
体
育
功
労
賞
を
武
田
さ
ん
が

受
賞

市
体
育
協
会
名
誉
会
長
の
武

田
丈
蔵
さ
ん
が
「
公
益
財
団
法
人
兵

庫
県
体
育
協
会
創
立
９０
周
年
記
念
特

別
表
彰
特
別
体
育
功
労
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

◆
県
自
治
賞
を
市
内
か
ら
３
人
が
受

賞

「
令
和
２
年
度
県
自
治
賞
」
を

市
内
か
ら
次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
（
敬
称
略
。
５０
音
順
）
。

【
女
性
・
消
費
生
活
功
労
】
▽
青

木
紀
代
子
（
伊
丹
消
費
者
協
会
副
会

長
）
▽
下
川
清
子
（
伊
丹
い
ず
み
会

副
会
長
）
。

【
福
祉
功
労
】
永
田
公
子
（
社
会

福
祉
法
人
伊
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会

役
員
）
。

◆
阪
神
北
青
少
年
本
部
長
賞
を
立
道

さ
ん
が
受
賞

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
兵
庫
連
盟
伊
丹
第
２
団
に
所
属
し
、

奉
仕
活
動
に
貢
献
し
た
立
道
真
樹
さ

ん
が
「
令
和
２
年
度
阪
神
北
青
少
年

本
部
長
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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入選作品を決定

今
年
は
４
部
門
に
計
２７３
点
（
洋
画

・
日
本
画
７９
点
、
写
真
１３１
点
、
書
３７

点
、
デ
ザ
イ
ン
・
彫
塑
・
工
芸
２６
点
）

の
応
募
が
あ
り
、
う
ち
１６３
点
が
入
賞

・
入
選
し
ま
し
た
。

最
高
賞
の
伊
丹
賞
に
洋
画
・
日
本

画
部
門
の
西
原
美
穂
さ
ん
（
尼
崎

市
。
右
下
写
真
）
、
写
真
部
門
の
田

阪
照
夫
さ
ん
（
神
戸
市
）
、
書
部
門

の
大
下
奈
々
子
さ
ん
（
鈴
原
町
２
）
、

デ
ザ
イ
ン
・
彫
塑
・
工
芸
部
門
の
辻

村
芳
巳
さ
ん
（
大
阪
府
堺
市
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
主
な
入
賞
者

は
次
の
通
り
（
敬
称
略
。
順
不
同
）
。

【
洋
画
・
日
本
画
】
▽
市
長
賞
-

藤
田
英
治
（
平
松
１
）
▽
議
長
賞
-

上
田
順
子
（
川
西
市
）
▽
教
育
長
賞

-
浦
辺
民
子
（
西
宮
市
）
。

【
写
真
】
▽
市
長
賞
-
泉
昭
子
（
大

阪
府
豊
中
市
）
▽
議
長
賞
-
高
島
章

（
行
基
町
４
）
▽
教
育
長
賞
-
山
本

由
美
子
（
三
田
市
）
。

【
書
】
▽
市
長
賞
-
音
川
景
香
（
大

阪
府
大
阪
市
）
▽
議
長
賞
-
四
宮
啓

子
（
神
戸
市
）
▽
教
育
長
賞
-
大
前

恵
里
子
（
神
戸
市
）
。

【
デ
ザ
イ
ン
・
彫
塑
・
工
芸
】
▽

市
長
賞
-
松
井
宏
二
（
川
西
市
）
▽

議
長
賞
-
太
田
惠
子
（
大
阪
府
豊
中

市
）
▽
教
育
長
賞
-
吉
田
安
志
（
西

宮
市
）
。

◆
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品

展
を
開
催

伊
丹
市
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
と
市
選
挙
管
理
委
員
会

は
、
「
令
和
２
年
度
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
」
の
優
秀
作
品
を
１２
月

２２
〜
２６
日
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
１

階
で
展
示
し
ま
す
。
特
選
・
入
選
者

は
次
の
通
り
（
敬
称
略
。
順
不
同
）
。

【
小
学
校
の
部
】
▽
特
選
-
藤
倉

夕
奈
（
昆
陽
里
小
６
年
。
右
写
真
）

▽
入
選
-
櫻
井
美
咲
（
池
尻
小
６

年
）
、
前
田
百
華
（
昆
陽
里
小
６
年
）
、

佐
藤
愛
佳
（
同
小
６
年
）
。

【
中
学
校
の
部
】
▽
特
選
-
濱
崎

心
彩
（
荒
牧
中
３
年
）
▽
入
選
-
白

川
七
琉
（
北
中
１
年
）
、
鈴
谷
凛
（
荒

牧
中
３
年
）
、
山
﨑
花
菜
子
（
北
中

３
年
）
、
梶
田
梨
津
（
西
中
２
年
）
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
!

７８４
・
８
０
９
５
。

◆
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞

結
果

統
計
知
識
の
普
及
と
統
計
の

表
現
技
術
の
研
さ
ん
に
役
立
て
る

「
令
和
２
年
度
兵
庫
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
市
内
か
ら
次
の
学

校
・
生
徒
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
（
敬

称
略
。
順
不
同
）
。

▽
学
校
奨
励
賞
-
天
王
寺
川
中
▽

第
２
部
「
小
学
校
３
・
４
年
生
」
（
入

選
）
-
立
石
ひ
な
た
（
天
神
川
小
３

年
）
。

◆
児
童
会
館
こ
ら
く
る
オ
ー
プ
ン
イ

ベ
ン
ト
を
開
催

１２
月
２５
〜
２８
日
の

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
、
児
童
会
館

こ
ら
く
る
で
。
内
容
は
次
の
通
り
。

▽
こ
ら
く
る
バ
ル
ー
ン
ラ
ッ
ピ
ン

グ
-
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
同
所
を
探

検
。
終
了
後
、
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し

て
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
作
成
し
、
掲

示
▽
貸
室
内
覧
会
-
同
所
２
階
の
貸

室
（
講
習
室
、
多
目
的
室
、
集
会
室

１
・
２
）
を
内
覧
。

問
市
教
委
こ
ど
も
若
者
企
画
課
!

７８４
・
８
１
６
７
。

◆
外
国
人
児
童
の
市
立
中
学
校
入
学

希
望
者
の
手
続
き
を

平
成
２０
（
２

０
０
８
）
年
４
月
２
日
〜
２１
（
２
０

０
９
）
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
市

内
在
住
の
外
国
人
児
童
で
、
来
年
４

月
に
市
立
中
学
校
に
入
学
を
希
望
す

る
人
は
、
在
留
カ
ー
ド
、
特
別
永
住

者
証
明
書
、
住
民
票
の
写
し
の
い
ず

れ
か
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
１２
月
２３
日

ま
で
に
直
接
、
市
役
所
４
階
の
学
事

課
（
!

７８４
・
８
０
８
６
）
へ
。

◆
保
育
士
・
保
育
教
諭
就
職
相
談
・

面
接
会
を
開
催

来
年
１
月
１３
日
㈬

午
前
１０
時
〜
正
午
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

伊
丹
（
昆
陽
１
）
で
。

定
員
１０
人
。

.
来
年
１
月
１２
日
ま
で
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
伊
丹
!

７７２
・
８
６
１
６
へ
。

先
着
順
。

問
市
教
委
職
員
課
!

７８４
・
８
０
８

４
。

伊
丹
広
報
３
面

１
２
１
５
０
３

藤
❶
井
❷
井
❸
奥
❹
奥
❺
井
❻
井

作品名「よろこびのうた」
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来
年
１
月
９
日

㈯
・
１０
日
㈰
の
午

前
１０
時
〜
午
後
５

時
（
１０
日
は
午
後

４
時
半
ま
で
）
、

図
書
館
「
こ
と
ば

ぐ
ら蔵
」
で
「
第
３４
回

伊
丹
い
け
ば
な

展
」
を
開
催
し
ま

す
。

こ
と
ほ

「
新
春
を
寿
ぐ
」

を
テ
ー
マ
に
伊
丹

市
い
け
ば
な
協
会

所
属
６
流
派
が
華

や
か
で
独
創
的
な

大
作
６
点
を
展

示
。無

料
。
当
日
直

接
、
会
場
へ
。

問
市
文
化
振
興
課
!

７８４
・
８
０
４

３
。

◆
動
画
で
学
ぶ
「
介
護
に
関
す
る
入

門
的
研
修
」

市
は
、
こ
れ
ま
で
介

護
に
関
わ
り
が
な
か
っ
た
人
を
対
象

に
、
介
護
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
介
護

に
関
す
る
入
門
的
研
修
」
を
実
施
し

ま
す
。
申
込
者
に
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
郵
送

し
ま
す
。

定
員
５０
人
。
無
料
。

.
来
年
３
月
３１
日
ま
で
に
市
介
護

保
険
課
!

７８４
・
８

０
３
７
（
下
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
電

子
申
請
か
フ
ァ
ク

ス
７８４
・
８
０
０
６
も
可
）
へ
。
先
着

順
。

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催

認
知
症
に
な
っ
て
も
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
認
知
症
の

正
し
い
知
識
を
習
得
し
、
認
知
症
の

人
と
そ
の
家
族
を
見
守
る
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
。
日
時
な
ど
は
次
の
通
り
。

▽
日
時
-
来
年
１
月
１４
日
㈭
午
後

２
時
▽
会
場
-
東
リ

い
た
み
ホ
ー

ル
▽
定
員
-
３０
人
▽
受
講
料
-
無

料
。.

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
!

７８７
・
６
７
９
７
（
フ
ァ
ク
ス
７８７
・
６

９
１
１
も
可
）
へ
。
先
着
順
。

◆
市
民
手
話
講
座
講
師
派
遣
事
業

市
は
、
手
話
を
学
び
た
い
市
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
者
な
ど
が
過
半
数
を

占
め
る
５
人
以
上
の
団
体
を
対
象

に
、
手
話
講
師
（
聞
こ
え
る
講
師
と

ろ
う
講
師
各
１
人
）
を
派
遣
し
ま

す
。年

間
最
大
１０
回
（
１
回
当
た
り
２

時
間
）
ま
で
。
回
数
は
要
相
談
。

無
料
。

.
ア
イ
愛
セ
ン
タ
ー
!

７７２
・
０
２

２
１
（
フ
ァ
ク
ス
７８０
・
２
８
９
７
も

可
）
へ
。

◎
要
約
筆
記
者
を
派
遣

中
途
失
聴

者
、
難
聴
者
な
ど
を
対
象
に
、
病
院

の
受
診
や
講
演
会
な
ど
で
内
容
を
要

約
し
、
文
字
で
伝
え
る
要
約
筆
記
者

を
派
遣
し
ま
す
。

無
料
。

.
市
障
害
福
祉
課
!

７８４
・
８
０
３

２
（
フ
ァ
ク
ス
７８４
・
８
０
３
６
も
可
）

へ
。

◆
合
同
会
社
説
明
会
＆
就
職
面
接
会

㏌
伊
丹
を
開
催

来
年
１
月
２２
日
㈮

午
後
１
〜
４
時
、
伊
丹
商
工
プ
ラ
ザ

６
階
の
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
。

市
内
企
業
を
中
心
と
し
た
約
８
社

が
集
ま
り
、
説
明
会
を
兼
ね
た
面
接

会
を
実
施
し
ま
す
（
事
前
予
約
制
）
。

対
象
・
定
員
は
お
お
む
ね
５０
歳
ま

で
の
求
職
者
５０
人
。
無
料
。
一
時
保

育
あ
り
（
無
料
。
要
予
約
）
。

.
宝
塚
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
!

０
７

９
７
・
８５
・
７
７
６
６
へ
。
先
着

順
。

◆
県
特
定
最
低
賃
金
が
改
正

県
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
最
低
賃
金
は
全
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
金
額
は
次

の
通
り
。

▽
塗
料
製
造
業
-
９７３
円
▽
鉄
鋼
業

-
９６４
円
▽
は
ん
用
・
生
産
用
・
業
務

用
機
械
器
具
製
造
業
-
９４４
円
▽
電
子

部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
製
造

業
、
電
気
・
情
報
通
信
機
械
器
具
製

造
業
-
９０２
円
▽
輸
送
用
機
械
器
具
製

造
業
-
９７８
円
▽
計
量
器
・
測
定
器
・

分
析
機
器
・
試
験
機
・
測
量
機
械
器

具
製
造
業
-
９０３
円
▽
自
動
車
小
売
業

-
９０１
円
▽
繊
維
工
業
、
各
種
商
品
小

売
業
-
９００
円
。

問
兵
庫
労
働
局
賃
金
室
!

０７８
・
３６７

・
９
１
５
４
。

新春を寿ぐ

第第３３４４回回伊伊丹丹いいけけばばなな展展

赤い羽根共同募金

公募助成事業を募集

伊丹市共同募金委員会は、誰もが
住み慣れた地域で、安心・安全に暮
らし続けることができるよう地域や
団体が主体となって行う事業に助成
します。
対象事業は地域をより良くするた
めの支援活動、交流活動、防災・防
犯活動、人材育成活動など。
!申請書（社会福祉協議会ホーム
ページからダウンロード可）に必要
事項を書いて、来年１月２９日までに
直接、同委員会（!７７９-８５１２）へ。


